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を変化せしめペン書きオシロ上の目盛の変化を測定した

結果は第26図に示す．この結果電源電圧±5Vを範囲

内なら使用に差し支えない．

　5．テープレコーダおよびペン書きオシロ

　この二つは不二音響および渡辺測器のものを使用し

た．仕様の概略のみを記述する．

　（1）　テープレコーダ

　10インチ・リールを使用し，15および7．5インチ・

スピードである．4個のヘッドを有し，ステレオ録音が

可能である．ロクーン観測は長時間にわたるためテープ

の一端に時間を記録しなければならぬためステレオ録音

が必要となった．規格は次のとおり．

　ヘッドー半幅消去ヘッド，全幅消去ヘッド，ステレオ・

スタックド。ヘッド

　テープ速度一15，7．5インチ（スイッチ切換），

　周波数レスポンスー30～15000±2db（IS　「i）

　　　　　　　　　　tg：1：1器器｝（7・・s・i）

　SIN－15”全幅録音の場合60db

　　　　　半幅録音の場合55db

　　　7・・S”全幅録音の場合55db

　　　　　半幅録音の場合50db

　ワウフラッター0・2％以下（15”）

　　　　　　　0・25％以下（7．・Sti）

　速度変動一±0．2％以内

　巻戻時間一2400ftNARTBリー一一一・・ルの場合60秒

　　　　　　1200ftRMAリールの場合30秒

　（2）ペン書きオシログラフ

　渡辺測器製EO－6型ペン書きオシロを使用した．規

格は大体次のとおり．

第4表　ガルバノメータ規格
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型　　式

感　　　　　　度

感度一様な周波数範囲

内　部　抵　抗

中　　　　　点

電流対振幅の直線性

制動（8kΩ並列）

ペ　ン　の長　さ

最　大　振　幅

寸　　　　　　法

皿一50 皿一30

　　1％／1mA
OA．50Cb（±10％）

　3．8kΩ以下

　　　有

　2・5％以内

　　5％以内
　　　　130％

　　　±20％

38×127×170％

　2．　5ma／　1　mA

O～30av（±10％）

3．8kΩ以下

　有
2．5％以内

　5％以内

　130％％

　　±20％

　回線数一6回線

　記録速度一一5，15，30，60，120％毎分，毎秒の10段切換

　マーカー外部からの電圧で動作する．

　　　　動作電圧：DC　6　V

　　　　入力抵抗：40Ω

　　　　回線数：2回線

　記録紙一幅260％，目盛は円弧形で2％×1％

　記録紙送りモーター出力5W，シンクロナスモ・一一・タ

　外型寸法一420×260×350％

　重量一一24kg

　ガルバノメt－…タは皿一50型と　皿一300型をそれぞれ

3個ずつ使用した．規格の概要は第4表のとおり．

　6．　後　　　記

　ロクーン用テレメータの受信装置の概略を述べた．本

庄実験および後には青森実験にも1部を改造して使用し

た．テレメータ資料は幸いにも得ることはできたが，ま

だ幾多の改良する点が残されているので研究検討中であ

る．おわりに本装置の研究，試作にご指導を仰いだ生産

技術研究所高木教授，斎藤教授，野村助教授をはじめ生

研の諸先生方に感謝する．　　　　　　（1960・1・23）

青森実験用ロクーンテレメータ送信機

倉茂　周芳・小羽根澄夫・小賀　由章

　1・　概　　　要

　青森での2回の実験に使用した送信機はキャリブレー・・一

タ回路を除きまったく同じものであるので一括して述べ

る．本庄にて用いた送信機に外筐構造および副搬送波発

振器に改造を加えたものである．改良した主な点を列挙

する．

　（1）外筐を気密型とした．今度の実験では高度40

kmを越えると想像されるので，高圧部に放電が起こる

懸念が生じたためである．

　（2）電源スイッチをリモート型とする．飛しょうロ

ケットが大型化し，またロケット下部にいろいろな測定

器を付加されるのを考慮に入れ現地での操作の簡便化を

計った．

　（3）電源を内臓型とする．従来，2時間半もの長時

間の電源をすべて内臓することは重量および寸法の点で

避けていたのであるが，小型軽重の電池が使用できる目

安がついたので用いた．

　（4）　トランジスタDC－DCコンバータの利用．（3）

項から必然的に利用したのであるが，この利用により副

搬送波発振器のAおよびB電源の発振周波数におよぼす

逆特性を利用することができた．

　（5）　副搬送波発振器に傍熱型サブミニアチュア管を
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キャ1ノコ．レー9蛋V

　切酋毒

　左より外筐，底蓋，送信機本体および変

調器，DC－DC　コンバータおよびキャリブ

レータ，および電池

　　　　第1図　送信機構造図

使用，ヒータ電力が大きいために利用するのを避けてい

たが（3）項から必然的に使用する必要が生じた．　この

傍熱管の利用により副搬送波発振器の長時間にわたる良

好な安定性が得られた．

　（6）　信号回線を5回線とする．

　（7）　キャリブレータの挿入．全体の外観構造を第1

図に示す．

　2・　動　作　説　明

　二の系統図を第2図に示すように，電気的にはほとん

ど本庄の時とは変わらない．電気的規格の概要を第1表

に示す．回路構成はあまり目新しいものがないので本庄

実験に用いた送信機から変更したものについて簡単に説

明する．

　（1）　副搬送波発振器

　　　　　　　　　第1表

　　　411Mc

　　　O．5W

FM－FM方式

　　　5回線

第2図　送信機系統図
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第3図　副搬送波発振回路
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第4図　副搬送波発振周波数変化特性
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第5図　電圧変動による周波数変動

Cs

　回路図を第3

図に示す．安定

な発振を行なわ

せるために，

CR　4段移相回

路を設け，この

CRのインピm
ダンスを下げる

ためにカソード

フォロワを用い

た．しかし信号

電圧による発振

周波数変化特性

の直線性は，少

し悪くなり第4

図に示すよ5に

3％であった．

電源電圧に対す

る発振周波数変

イヒ｝ま第5図tこ示

すようにAおよ

びB電源に対す

る相補性を利用して電源電圧10％変化1．こ対し0・2％の

変化に押えることができた．1回線の発振器の構造を第

6図に示す．
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1」

誘鑑 　　　　　　　　表
副搬送波発振器外観図

需隷識囁

第7図　変調器外観図
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第8図　主発振器および電力増幅器構造図

電池lHR－x5，4
舜筒；送店標本体（約E～A♪
温農：常温～5℃

　　0　　　　　　5fi　　　　　　媚　　　　　　順グ〔倉｝

　　　　　　　第9図　電池放電特性

　（2）　変調器，主発振器および電力増幅器

　電気的特性はまったく本庄実験の送信機と同じである

が，構造は第7図および第8図に示すように小型化し

た，変1凋管は傍熱管5703を使用している．

　（3）　電　　　源

　電源は電池およびDC－DCコンバータから成り立って

いる．電池はHR－15×4を使用した．第9図に放電特性

を示す．6Aの放電電流に十分2時間半の問堪え匙こ・DC
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　　　第11図　負荷特性（DC－DCコンバータ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　－DCコンバータ
　　　　モータ　　　マイクロスイッチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　はこの6Vの電

　　　　　　　　　　　　O！：　圧を100Vおよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　び200Vの電圧

　　　匝ココil…，　　に熱する・回
　　　　　　　　　　　　　　　　　路図を第10図

　　　　　　　　　　　　　　　　　に示す．得たい

　　　　　　　　　：〇　　　　　　　二つの電圧がち

　　　　　　　　　　　　　　　　　ようど一つの電
　　　E．…王」
　　　　　　　　　　　　　　　　　圧の倍電圧の関

　　　○　　　　　　　　　 ○　　係であるため，

　　　　　　　　　　　　　　　　　本回路のように
　　　　　　　　　　スライPカム
　　　　　　　ギ・v一　　　　　　　　トランスの出力

　　第12図　リモートスイッチ　　をブリッジ整流

回路により整流し200Vを得る．　100Vは同じトラン

スのセンタタップより得ている．整流器には温度上昇を

考慮に入れシリコンダイオード3HS2を使用した・負荷

変動に対する電源特性を第11図に示す．

　（4）　電源スイツチ

　構造を第12図に示す．モータでカムを動かし，マイ

クロスイッチを動作させる簡単なものである．モータ用

電源り一ドを外筐を通して長く外部に引ぎ出しモータを

コントロールする．ロクーン飛揚の際はこのリード線を

切断する，この方法によると飛揚中いかなる震動があっ

てもスイッチの切れる心配は全然ない．また直接手の届
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第13図　キャリブレータ外観図
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第16図　テレメータ送信機温度上昇

　　第4回線にキャリブレータを挿入した．構造およびキ

　ャリブレータ動作説明図を第13図および第14図に示

　す．青森での第1回および第2回の予備実験では第14

　図（a）および（b）のよ5に異なるが構造はまったく等

　しい．1回路26接点の切換えスイッチをマイクロモー

　タにより約40秒1回転にて駆動しキャリブレータを挿

　入した．この回路は同時に三つの信号を切り換えた．キ

　ャリブレータの基準電圧には水銀電池を使用した．

　3．　構　　　造

　　（1）　気　　　密

　高電圧の高空での放電を避けるために本機は気密構造

　としている．その構造を第15図に示す．同軸ケーブル

端子およびその他の外部に出る端子にはハーメチックシ

　ール製を用いた，本体とケースおよびケースと蓋の問に

　ゴムパッキンを用いることにより完全気密にすることが

　できた，青森第2回実験の際は温度上昇の問題および重

量の軽減からロケット胴体の1部を気密構造とし，テレ

　メータ送信機のケースとして用いた．

　　（2）温度上昇

　副搬送波発振変調器，主搬送波発振器が一つ所に固ま

　りしかも外筐が密着しているために局部的に温度上昇が

激しい，第1回実験において各部にサーミスタを挿入し

て温度上昇を測定した．その結果を第16図に示す．温

度は70°C以上は測定できないので不明であるが，曲線

の状態から副搬送波発振器のシャーシは約80°Cまで上

昇したものと推定される．幸い電池室は50°Cまでの温

度上昇であったから実際には支障はなかった．

　　　　　　　4．後　　　記

　　　　　　　改造型送信機の概略を述べたが青森での

　　　　　　2回の実験に本機を使用しテレメータデー

　　　　　　タを得ることができたのは幸いである．し

　　　　　　かしまだ重量の軽減等改善すべき点が残っ
八一メテ．．，．プレ．ル勝子

ロー何　　　　ているので研究・検討中である．おわりに

　　　　　　本送信機の研究製作にご指導をいただいた

　　　　　　生産技術研究所斎藤教授，野村助教授をは

　　　　　　じめ，生研の諸先生方に感謝の意を表する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1960．1．23）
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